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1 イントロダクション 

1.1 プログラムについて 
 

Bogdanov and Associates の RealTimeTracker 2007 Beta (RTT) は、Project Server 2007 で定義され

たタスクについて、各タスクに割り当てられたメンバーの正確な作業時間を吸い上げるためのプログ

ラムです。 

 

プログラム自体はクライアントマシンにインストールされますが、プログラムを Project Server 2007 

と連携させるためには、Project Server 2007 のインストールされたサーバーと接続する必要があり

ます。 

 

1.2 RealTimeTracker のこれまで 

 

Microsoft Project 2003 用に開発された最初のバージョンは、2004 年春に開発され、以来、定期的にア

ップグレードを行ってきました。最新バージョンの RealTimeTracker 2007 Beta は、下記サイトからダ

ウンロードすることができます。 http://www.bogdanov-associates.com/eng. 

 

すでに RTT v1.0.xxxx or v2.0.xxxx 等の以前のバージョンがインストールされている場合、最新バージ

ョンの RTTをインストールする前に、過去バージョンの RTTをコントロールパネルのプログラムの追

加と削除画面でアンインストールしてください。 

 

 

1.3 RealTimeTracker の機能 

 

RTT の機能のいくつか：  

 

1. ユーザーが自分に割り当てられているタスク一覧を取得することができる（設定により、定期

的に一覧を更新できる）（5.1.3, 5.2.3 をご参照） 

 

2. 各タスクのためにユーザーが費やした作業時間をトラッキング（5.1.1 をご参照). 

 

3. トラッキング対象タスクを簡単に切り替え（ダブルクリックで）( 5.1.1 をご参照). 

 

4. 累積データをサーバーに送信 (設定により、定期的に自動送信できる l) (5.1.2, 5.2.2 をご参照). 

 

5. RTTによるデータ更新と PWA入力による更新のデータ競合の解決 ( 5.1.2 をご参照) . 

 

6. プログラム実行中に表示される   アイコンをクリックすると、メインウィンドウが開きます 

(エラー! 参照元が見つかりません。 をご参照). 

 

7. タスク状況に関する情報を表示 (5.1.1 をご参照). 

 

8. タスクの開始日、終了日、総作業時間、積み上げ作業時間、残存作業時間情報を表示 ( 5.1.1 

をご参照). 

 

9. PWA のタスク新規作成ウエブページへのリンク( 5.3.1 をご参照). 



 3 

 

10. PWA のタイムシート・ウエブページへのリンク(5.3.2 をご参照). 

 

11. Microsoft Windows 起動時に、RTT も自動スタートさせることができる ( エラー! 参照元が見つ

かりません。 をご参照). 

 

12. ユーザーが割り当てられているタスクのトラッキング目的に応じて、表示期間を変更できる 

( 5.2.6 をご参照). 

 

13. タイムシートやプロジェクトから削除済みのタスクの判別(5.1.3 をご参照). 

 

14. 言語インターフェイスを選択できる (5.2.5 をご参照). 

2 インストール 

2.1 システム要件 
 

プログラムは、Project Server のインストールされたサーバーにアクセスできるクライアントマシン

にインストールしてください。RTTを使い始める前に、各クライアントマシンで接続プロパティを競っ

てします (par.4 をご参照ください). 

 

Server with installed MS Project Server 2007 Workstations with installed RTT 2.0.1000

Sending tracked work time

Refreshing the tasks list

 
 

クライアント PCに必要な最小限のソフトウエアは： 

 

Á Microsoft Windows XP 

 
Á Microsoft .NET Framework 2.0 

 

2.2 インストール 

 

インストールとアンインストールは、マシンの管理者権限を持っているユーザーで実行してください。 

 

1. インストールとアンインストールは、マシンの管理者権限を持っているユーザーで実行してく

ださい. 

 

2. もし既に以前のバージョンをインストール済みの場合は、新しいバージョンの RTTをインスト

ールする前に、以前のバージョンをアンインストールしてください。 

 

3. インストール用ファイルを www.bogdanov-associates.com からダウンロードして解凍してく

ださい。 

 

4. RealTimeTracker_2007_Beta.msi. を実行してください 

http://www.bogdanov-associates.com/
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5. インストラクションに従ってください 

 

ľProgram is installed successfullyĿ というメッセージが出て、インストールが正しく終了したことを

確認してください。使い始める前に、アクティベーションが必要です (par.3 をご参照). 

3 アクティベーション 
 

アクティベーションは、マシンの管理者権限を持っているアカウントで行ってください。 

 

1. RTT のアクティベーションのためには、”License Manager “ を実行します：  

スタートĄ 

    プログラムĄ 

                BAĄ 

                        RTTĄ  

                             Bogdanov and Associates RealTimeTracker 2007 Beta License Manager: 

 
 

 
 

2. 上記を実行すると、下記の画面が表示されます: 

 

 
 

3. «Request» をクリックしてください。すると、キーを要求するための画面が立ち上がります。 
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4. «Send» をクリックすると、キー要求用のメールが自動作成されます。そのメールをそのまま

送信してください。 

 

メールご送信から一営業日以内に、キーをお送りします。週末や休日の場合は、キーの送信が遅くな

りますのでご了承ください。  

 

5. キーが送られてきたら、そのキーをコピーしてください。 

 

 
 

6. キーを完全にコピーしたことを確認してください。キーの一部がコピーされていないと、プロ

グラムはアクティベーションできません。 

 

7. もう一度 “License Manager” を起動してください。ステップ 1-2  と同じようにして、しか

し、ステップ 2 では、 ľInputĿ をクリックしてください。 

 

8. “License Manager” 画面で、キーを貼り付けてください: 

 

 
 

9. ľSave” をクリックしてください. 

 

10. “License Manager” 画面にトライアル期間が表示されます。その評価期間内は、すべての機

能を利用することができます：  
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トライアルではなく、正式なキーをインプットした場合は、使用期間制限はありません。 

 

ライセンスは、すべてのクライアントマシンにインストールする必要があります。各クライアントマ

シンの RTTは、すべてのユーザーが使用することができます。 

 

ライセンスキーが正しく保存されると、その旨のメッセージが表示されます。  

 

 
ライセンス情報は、RTTウインドウの右下に表示されます： 

 

 

 - ライセンスはインストールされました; 

 

 - ライセンスはインストールされていません. 

 

サインをポイントすると、ライセンスに関する情報が表示されます。 

 

4 サーバーへの接続 
 

RTT のアクティベーション後に、Project Server 2007 への接続プロパティを設定する必要があります。

サーバーがひとつの場合は、設定は最初に RTTを起動した時の一回だけで済みます。 

 

1. RTT を起動 (スタートĄプログラムĄBAĄRTTĄBogdanov and Associates RealTimeTracker 

2007 Beta). 
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2. メインメニューで、設定Ą接続ŀ (プログラムの初回起動時は、このウィンドウは自動的に開

きます). 

 

 
 

3. 設定情報を保存した後、下記のアイコンが RTTウィンドウの右下に表示されます:  

 

 - 接続設定済み; 

 

 - 接続情報なし. 

 
 

4. Project Server アドレス (URL) の入力: 

 

 
 

 

注意: 

プログラム開始時に、Project  Server でのレポート方法を”期間内の完了済み作業時間”に設定する

必要があります。これは、PWAのサーバー設定Ąタスクの設定と表示で、設定できます。各プロジェク
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トに応じて、別々のトラッキング方法を使っている場合、RTTは”期間内の完了済み作業時間”でトラ

ッキングされているプロジェクトからのみタスクを読み込んで表示します。 

5 機能 
 

RTT をスタートさせるには、スタートĄすべてのプログラムĄBAĄRTT2007ĄBogdanov and 

Associates RealTimeTracker 2007 Beta をクリックしてください。 

 

5.1 作業時間トラッキングと送信  

5.1.1. タスクトラッキング 

 
 

1. タスクのタイムトラッキングを開始するには: 

 

- タスク名をダブルクリック 

 

- タスクを選択して、 ľEnterĿ を押す 

 

トラッキングされたタスクには、緑色のフラグ が付きます.  

 

 
 

注意: 

RTTで入力できる最短時間は、36秒(0.01 時間) です。 

 

2. タイムトラッキングを終了するには: 

 

- 当該タスクを再度ダブルクリックします (緑色のフラグが消えます) 
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- 他のタスクのタイムトラッキングを開始します (その前のタスクの緑色のフラグが消えます). 

 

RTT ウィンドウ下部には情報フィールドがあり、選択されているタスクの属性が表示されます： 

  
 

Á タスクのタイトル 

 

Á 予定されている開始日と終了日 

 

Á 作業時間 ͠ そのタスクで費やされる予定の時間  

 

Á 残存時間 ͠ 予定作業時間から実績作業時間を引いたもの。このフィールドは、実績作業時間

がサーバーに送られてタイムシートが送信されて、初めて更新されます。 

 

Á 本日の作業時間 ͠ そのタスクのために、現時点の日に費やされた時間 

 

注意: 

タスク上でクリックすれば、現在トラッキング対称でないタスクも含め、すべてのタスクの情報を表

示することができます。 

 

自分に割り当てられているタスク一覧やサマリータスクを表示するには、プロジェクト名をダブルク

リックしてください: 

 

 
 

下記のような黒フォントは、トラッキング可能なタスクです: 

 

 
 

下記のような灰色フォントは、トラッキング不可能タスクです。理由は、トラッキング方法とし

て、”期間内の完了済み作業時間”設定を利用していないことです。 

 

  
 

 の付いているタスクは、タイムシートから削除されたタスクです。このタスクをポイントすると、

下記のようなポップアップが表示されます: 

 

  
 

 の付いているタスクは、プロジェクトから削除されたものの、タイムシートからは削除されていな

いタスクです。このタスクをポイントすると、下記のようなポップアップが表示されます: 
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5.1.2. 実績作業時間の送信 

 

タイムシートを送信する期間を設定できます (5.2.2.をご参照). 

 

1. 実績作業時間をサーバーに送り、タイムシートを送信するには、アクションĄ実績作業時間の

送信 を選択してください: 

 

 
 

2. RTT がタイムシートのデータを送信する前に、タイムシートに実績作業時間が入力されており、

かつ RTT からの報告時間のほうが短い場合、下記のウィンドウが表示されます:  

 

 
 

上記ウィンドウで実績作業時間を修正することができます。  

二つの値が表示されます:  

 

Á ñPWA の値ò カラム ͠ PWA 上で手入力された値 

 

Á ñRTT の値òカラム ͠ RTT からの値 
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注意:  

送信する場合、RTTの値が送信され、PWAの値は上書きされます。  

 

3. 必要であれば、ľRTT の値Ŀを修正してください。 

 

4. そのためには、修正するタスクを選択してľEnterĿを押すか、ダブルクリックしてください。  

 

5.1.3. リストの更新 

 

1. アクションĄタスクの更新 を選択して、タスクリストを更新できます。これによって、リス

トは、現在の Project Server と同期されます：新しく割り当てられたタスクがリストに追加

され、終了したタスクや自分への割り当てのなくなったタスクがリストから削除されます。  

 

 
 

リストには、新しく割り当てられたタスクと、以前から割り当てられていたタスクの変更が表示

されます。  

5.1.4. タスクリストをクリアする 

 

1. PWA でタイムシートから削除済みのタスクを RTT から削除するには、アクションĄタスクリ

ストのクリア を選択します: 
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タイムシートから削除されて  マークが付いたものを、”タスクリストのクリア”でリストからク

リアすることができます。なお、プロジェクトから削除されたタスクには、  マークが付いています。 

 

2. プログラムは注意を喚起するメッセージを表示します: 

 

 
 

3. ľいいえĿをクリックすると、メインウィンドウに戻ります。 

 

4. ľはいĿを クリックすると、タイムシートあるいはプロジェクトから削除されたタスクが、

RTTから削除されます。 

 

5.2 RTT セットアップ 

5.2.1. 自動スタート 

 

1. 自動スタートオプションを使うと、マシンログイン時に、RTT を自動スタートさせるこ

とができます。「設定Ą自動スタート」で設定します.  
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自動スタートが選択された場合、マシンへのログイン後に  アイコンがタスクバーに表示されます。 

RTT 稼動中は、上記のアイコンがタスクバーに表示されます。アイコンをクリックすると、RTT ウィ

ンドウが表示されます。 

 

下記の方法で RTT を終了すると、稼動を中止し、タイムトラッキングを行いません: 

 

Á アクションĄExit 

 

Á RTT ウィンドウを閉じる  

 

ウィンドウを最小化すると、ウィンドウは隠れますが、RTT は実行を続けます  

5.2.2. 実績作業時間の自動送信  

 

1. 設定Ąò 実績作業時間の自動送信間隔：毎...ò を使って、5, 10, 30, 60 分ごとにデータを

自動送信することができます。あるいは、自動送信を行わないようにすることもできま

す。 
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5.2.3. タスクリストの自動更新 

 

1. 設定Ąò タスクリストの更新間隔：毎..ò を使って、5, 10, 30, 60 分後とに PWA タイムシ

ートからデータを受信できます。あるいは、自動受信を行わないようにすることもでき

ます。 
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5.2.4. 現在の作業だけをキープの自動化 

 

初期設定では、RTT は、利用開始から現在までのすべてのデータをローカルに保持しています。

これは、たとえば、Project Server データが壊れた場合の予防策になります。  

 

1. この設定を変更して、ローカルディスク空き容量を増やすには、設定Ąò 現在の作業だ

けをキープò を選択します。 
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5.2.5. 表示言語の選択 

 

1. 設定Ą言語 で、インターフェイス言語を変更することができます。  

 

注意: 

原稿バージョンでは、日本語、英語、そして、ロシア語から選択できます： 
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5.2.6. タスクリスト – 期間の設定 

 

1. ビューĄ期間で、タイムトラッキング対象の期間を選択できます。 

 

注意: 

これらの期間は、PWA で管理者がタイムシート用に設定した期間と同じです。 
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ユーザーにタスクが割り当てられていない期間を選択した場合、RTT は下記のメッセージを表示しま

す: 

 

 
 

5.3 その他の機能 
 

 “アクション” には、その他の機能が用意されています:  

 

 
 

5.3.1. 新しいタスクを作成 

 

1. 新しいタスクを作成する PWA ページに移動します。  
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5.3.2. タイムシートに移動 

 

1. PWA のタイムシートに移動します。 
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5.3.3. プログラムの終了 

 

1. RTT 作業の完了は、アクションĄExit 、あるいは右上の  をクリックしてください 

 

2. すると、下記のウィンドウが表示されます: 

 

 
 

3. «No» をクリックすると、メインウィンドウに戻ります 

 

4. «Yes» をクリックすると、プログラムが終了します。 

 

 

6 アンインストール 
 

プログラムのアンインストールは、マシンの管理者権限を持つアカウントで実行してください。 

 

プログラムは通常の方法（コントロールパネルĄプログラムの追加と削除）でアンインストール

できます。 
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ご質問に関しては、 support@bogdanov-associates.com（英語、ロシア語）か、info@add-in-

park.com までお知らせください。 

mailto:support@bogdanov-associates.com
mailto:info@add-in-park.com
mailto:info@add-in-park.com

